
透析医療で地域を支えるクリニックが
「糖尿病センター」創設でいっそうの貢献を。

　専門的な透析医療を提供するクリ
ニックとして地域で知られる新柏ク
リニック。質の高い透析医療を提供
するとともに、保存期の腎症や糖尿
病の治療体制も充実させてきたが、
2020年４月に「糖尿病センター」を
オープンさせ、それらの機能をさら

に強化すると聞き、現地へ取材にう
かがった。
　まずは、同クリニックが1991年に
開業して以降、一貫して追求してき
た質の高い透析医療について院長の
木村先生が語る。
「質の高い透析医療の絶対条件は、
安全であること。たとえば、透析を
週３回受ける患者さんは、１年間で
156回の透析を繰り返すことになり

ますが、それらすべてが安全に行わ
れて、初めて１年を健やかに生きら
れるのです」（木村先生）
　「安全」に「快適」が加わったの
は2016年、透析ベッド総数120床と
いう現在の本館が新築移転されたと
きだ。
「患者さんの増加にともない本館の
規模を拡大して移転する計画を進め
ていた折りに、前院長が耐火性にす
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① 充実した合併症診療体制とチーム医療、安らぎのある療養空間で、安全かつ快適な透析医療を追求
② すべての透析患者の血糖コントロールを糖尿病専門医が管理
③ 合併症を含めた専門的治療と患者教育を外来で完結できる「糖尿病センター」を開設



透析医療で地域を支えるクリニックが
「糖尿病センター」創設でいっそうの貢献を。

ぐれた木の素材（耐火集成材）と出
合ったのが発端です。
　従来の木材は耐火性の問題で、大
型建造物での使用は建築基準法によ
り厳しく規制されていましたが、耐
火性を高めることで当院の規模でも
使えるような木の素材が開発されて
いたのです。これを使えば、透析を
している約４時間、患者さんが木に
囲まれ森林浴をしているような気分
ですごせると、設計プランを切り替
えました」（木村先生）
　新しいクリニックには木の香りが
立ち込め（【写真１】）、透析室の大
きくとられたガラス窓からは緑豊か
な庭が一望できる（【写真２】）。

安全な透析医療を支える
体制づくりに尽力

　質の高い透析医療の絶対条件であ
る安全。同クリニックでは、安全な
透析を行うため、具体的にどのよう
なことを行っているのか。
　「ひとつは、チームで患者さんを
守る体制づくりです」と話すのは、
総師長の小池氏だ。
「透析室では、医師、看護師、臨床
工学技士、事務職などのスタッフが
チームとして患者さんにかかわり、
安全に透析を受けていただけるよう
心がけています。
　透析は、午前、午後、夜間の３ク
ールで行っていますが、各クールが
始まる前にスタッフでブリーフィン
グを行い、患者さんの情報を共有し
てから透析をスタート。もし、透析
中に何かあれば、スタッフが連携し
て対処するなど、チームで患者さん
の安全を守っています」（小池氏）
　木村先生は、「もうひとつは、透
析の患者さんの心血管合併症発症に
適切に対応できるための循環器専門
医の配置でしょう」と言う。

「透析の患者さんは、合併症を発症
するケースが少なくありません。そ
して、死亡につながる合併症では、
心血管合併症がもっとも多く、心不
全、心筋梗塞、血管障害で３割を占
めるため、循環器専門医の存在は、
安全な透析を行うには必須と考えら
れます。
　当クリニックでは週３日、循環器
専門医が非常勤で勤務してきました
が、４月からは常勤医師の配置が決
まっています。心血管合併症は緊急
を要することも少なくないので、院
内に循環器専門医が常駐しているの
がベスト。間違いなくリスクの軽減
になるはずです」（木村先生）

糖尿病専門医が全透析患者の
血糖値を一元管理する
　
　さらに、透析患者の多くは糖尿病
に起因しており、安全な透析治療に
は適切な血糖管理が非常に重要だ。
常勤の糖尿病専門医である坂本先生
に透析患者に対する血糖管理の体制
について聞いた。
「当クリニックでは数年前から、糖

尿病専門医の私がすべての患者さん
の血糖値を管理する体制をとってい
ます。特に、糖尿病の患者さんにつ
いては、１ヵ月に一度透析中に回診
（以下、透析回診）を実施。検査値
などを確認しながら患者さんの状態
を把握し、血糖をコントロールして
います」（坂本先生）
　看護師の加藤氏は、糖尿病療養指
導士の資格を持ち、坂本先生が透析
回診を行う際には同行してサポート
にあたる。
「透析回診終了後には、治療がどの
ように変更されたか透析室の看護師
に申し送りを行い、情報を共有する

木材を使用した本館
【写真１】

本館の透析室
【写真２】
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ことで、互いに経過観察に努めるよ
うにしています」（加藤氏）
　坂本先生は、同クリニックで働く
ようになって糖尿病治療についての
考えが一変したと話す。
「“合併症の予防が命”の糖尿病医に
とって、その終末像とも言える透析
は、できれば目を背けたい存在でし
た。敗北感を覚えつつ、治療を透析
医に引き継いでいましたが、当クリ
ニックに来て、それではいけないと

教えられました。
　血糖コントロールが不良だと感染
症にかかりやすく、腎臓以外の合併
症である、網膜症や神経障害、血管
障害もさらに悪化します。患者さん
の糖尿病との闘いは透析になっても
終わりではない。糖尿病医として、
ずっと患者さんに寄り添うべきだと
考えるようになりました」（坂本先
生）
　続けて語られた坂本先生の言葉に
は、心打つものがあった。
「糖尿病の患者さんが透析になると
透析の前後で血糖の変動が激しくな
り、思わぬところで低血糖をきたす
など、さまざまな変化が起きます。
それらを考慮しながら血糖コントロ
ールをすることが必要で、通常の治
療にくらべ、かなりの労力を要しま
す。
　また、透析導入後、さまざまな合
併症を抱えた患者さんの痛みを共有

するのは心苦しく、たいへんな面が
多々あるのは確かですが、それ以上
に最期まで患者さんとともに歩める
のは、医師として幸せなことだと思
います」（坂本先生）
　透析になった糖尿病患者が、糖尿
病専門医による治療を継続して受け
られるのは、間違いなく同クリニッ
クの強みだ。

糖尿病センターを新たに開設
治療や療養指導を外来で完結

　冒頭で触れたように、同クリニッ
クでは2016年までクリニックの旧・
本館があった跡地に糖尿病センター
（以下、センター）を新築した（【写
真３】）。前院長の「ますます増える
糖尿病患者の受け皿が必要だ」との
考えを反映した結果だと聞き及んだ
が、糖尿病治療の重要性を深く理解
する同クリニックが打つ次の一手と

糖尿病センターの外観
【写真３】 【写真４】

1．風除室

2．受付

3．待合

4．問診

5．検査室

6．診察室

7．スタジオ

8．キッチン

9．庭

10．駐車場
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糖尿病センターの平面図
【資料】

1．風除室
2．受付
3．待合
4．問診
5．検査室
6．診察室
7．スタジオ
8．キッチン
9．庭
10．駐車場
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して、きわめて自然な施策だと言え
るだろう。
　同クリニックは、すでに、地域の
医療機関から保存期腎症や糖尿病の
紹介患者を広く受け入れてきたが、
新設するセンターでは、健診で受診
をすすめられた人など、より広く患
者が受診しやすい治療体制をめざし
て、外来の診察室のほかに、キッチ
ンやスタジオなどを併設する（【資
料】）。センターを中心になってけん
引する坂本先生が、コンセプトを解
説してくれた。
「スタート時は、私と看護師３名、
栄養士１名で運営しますが、将来的
には、循環器内科、眼科などの専門
医と協力して合併症治療に対応でき
るセンターをめざします。さらに、
キッチンで食事療法（【写真４】）、
スタジオで運動療法（【写真５】）と
いったように、それぞれの患者さん
に必要な教育や指導も実践できる、
つまり、『患者教育、糖尿病の治療
から合併症の対応にいたるまですべ
てを1ヵ所で完結できる』がコンセ
プトです」（坂本先生）
　センターは、入院ベッドは持たず
外来のみ。外来で食事や運動などに
ついても指導し、患者が日常生活の
中で少しずつ学びを実践できるよう
導いていく方針で、医師と看護師、
栄養士がチームとなって、時間をか
けて丁寧に患者に向き合う。

「以前、病院で勤務していたときは
患者さんにしっかり指導をしたくて
も時間がなく、それができないスト
レスがありました。
　センターでは、診療までの待ち時
間を使って看護師、栄養士がじっく
り患者さんの話を聞き、日常の様子
を把握します。それをもとに医師が
患者さんを診察し、結果を再びフィ
ードバック。その時点で、医師の説
明を看護師がもう一度噛み砕いて説
明することもできますし、もし食事
に問題があれば、すぐに栄養士によ
る指導が可能です」（坂本先生）

糖尿病センターの稼働により
透析患者の減少に期待

　センターが開設され、各人には新
たな展望が開けてきたようだ。
「センターがスタートすると、透析
室との連携が必要になりますので、
私は架け橋のような立ち位置で、双
方の診療レベルの向上をサポートし
ていきます」（小池氏）
「本館同様に、センターも木のぬく
もりが感じられる親しみやすいデザ
インとつくりになっているので、ぜ
ひ地域の方々が糖尿病に関して気軽
に相談しに来られる場所にしたいで
すね」（加藤氏）
「センターが、コンセプトどおり栄
養、運動指導、合併症の治療まです
べてに対応できる施設になったら、
地域の病院と診療所の中間的な役割
を果たせるようにしたい。かかりつ
け医の先生方が、より身近に紹介で
き、かつ入院適応の患者さんには、
病院への入退院前後の橋渡しやサポ
ートができる、そんなセンターにし
たいと思っています。
　そのために、かかりつけ医の先生
方を対象とした糖尿病の勉強会を開
催したり、料理や運動の講習会を企

画するなど、地域の医療連携の輪を
広げる活動も手がけていくつもりで
す」（坂本先生）
「坂本先生も述べられていたように
糖尿病の患者さんが透析になると、
合併症が非常に多くなる、生命予後
が良くない、そのうえ透析中は血行
が安定しないため血圧が下がりやす
いなど、さまざまな困難な場面に直
面します。大げさでなく、糖尿病の
透析患者を減らすことはみんなの願
い。センターで糖尿病初期から腎不
全を抱えた患者さんまでを幅広く診
療し、結果、私たち透析医が“暇”
になってしまうくらい、周辺地域全
体の糖尿病の透析患者が減少するこ
とを期待しています」（木村先生）
　センターの稼働によって、この地
域の糖尿病医療の質が上がり、最終
的には、透析医療も大きく様変わり
していくに違いない。

糖尿病センターのキッチン 糖尿病センターのスタジオ
【写真４】 【写真５】

医療法人社団中郷会
新柏クリニック糖尿病みらい
〒277-0084
千葉県柏市新柏１-４-５
TEL：04-7199-4771

医療法人社団中郷会
新柏クリニック

〒277-0084
千葉県柏市新柏１-７
TEL：04-7164-8600
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